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二
宮
町
で
は
、
す
で
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
、
人
口
の
22
％
を

占
め
て
い
て
、
10
年
後
に
は
町
民

の
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
健
全
で
活
力

あ
る
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
々
の
な
お
一
層

の
社
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
移
動
で
き
る
環

境
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
ま
ち
を
歩
く
と
歩
道

の
段
差
や
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
な
ど
、
お
年
寄
り
や
身
体
障
害

者
に
と
っ
て
安
心
し
て
歩
け
る
環

境
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、

１
日
の
利
用
者
数
が
５
０
０
０
人

以
上
の
駅
を
中
心
と
し
た
地
区
の

中
か
ら
「
重
点
整
備
地
区
」
を
定

め
、
そ
の
地
区
の
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
計
画
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
二
宮

駅
は
１
日
平
均
２
７
２
０
０
人
（
平

成
16
年
度
）
の
乗
降
客
が
あ
り
、

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
現
在
二
宮
駅
北
口
駅

前
広
場
の
整
備
を
検
討
し
て
お
り
、

昨
年
度
に
は
「
二
宮
駅
北
口
広
場

整
備
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、

北
口
駅
前
広
場
の
あ
り
方
や
レ
イ

ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
検
討
を
実
施

し
町
長
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま

　
心
身
の
障
害
な
ど
で
、
社
会

的
に
不
利
な
状
態
に
あ
る
人
に

と
っ
て
、
物
理
的
、
制
度
的
、

意
識
的
な
障
壁
（
バ
リ
ア
）
が

無
く
な
り
、
障
害
が
な
い
人
と

同
じ
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
状

態
を
言
い
、
そ
の
取
り
組
み
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
言
い
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど

物
理
的
整
備
が
注
目
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
障
壁
は
建
物
の
構
造

や
交
通
機
関
だ
け
で
な
く
、
資

格
取
得
の
制
限
や
偏
見
・
先
入

観
な
ど
、
社
会
制
度
・
意
識
に

も
起
因
し
て
い
る
た
め
、
社
会

的
認
識
や
価
値
観
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
も
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
（
※
注
）

の
達
成
に
必
要
な

こ
と
で
す
。

　
何
を
障
壁
と
感
じ
る
か
は
、

個
々
の
状
態
に
よ
り
大
き
く
異

な
る
の
で
、
当
事
者
の
意
向
と

需
要
に
基
づ
い
た
検
討
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
注
　
障
害
な
ど
を
持
っ
て
い
て
も
、

地
域
社
会
で
障
害
が
な
い
人
と
同

じ
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

社
会
的
価
値
や
物
理
的
構
造
、
サ

ー
ビ
ス
を
整
備
し
て
い
く
理
念

●基本構想を策定します●



し
た
。
今
後
は
、
こ
の
提
言
書
の

内
容
を
も
と
に
詳
細
な
検
討
を
重

ね
、
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
７
年
度
に
国
の
「
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

に
基
づ
き
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
整
備
計
画
書
」
を
策
定
し

駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

で
策
定
後
10
年
と
な
り
、
時
代
の

変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
今
年
度
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
計
画
策
定
に
着
手
し
、
駅

周
辺
地
域
の
中
か
ら
重
点
整
備
地

区
を
定
め
、
そ
の
地
区
の
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
「
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画

書
」
を
ふ
ま
え
て
、
基
本
構
想
で

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
北
口
駅
前
広
場
、
各

種
公
共
施
設
等
及
び
そ
の
区
間
の

移
動
経
路
に
つ
い
て
一
体
的
に
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
基
本
構
想
策
定
後
は
、
交
通
事

業
者
、
道
路
管
理
者
、
県
公
安
委

員
会
ら
が
、
公
共
交
通
、
歩
道
整

備
、
交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
事

業
計
画
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
重
点
的
、
一
体
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
都
市
整
備
課
計
画
指
導
係

　
町
で
は
、
こ
の
重
点
整
備
地
域

案
の
基
本
構
想
の
策
定
作
業
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
策
定
作
業
の
中
心
と
な

る
基
本
構
想
策
定
協
議
会
に
対
し

て
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
提
出
を

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
織
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
委
員
と
な
っ
て

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
が
策
定
す
る
「
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

①
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を

必
要
と
感
じ
る
箇
所
（
重
点

整
備
地
区
に
し
て
も
ら
い
た

い
場
所
）

②
そ
の
他
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
い
て
自
由
な
ご
意
見

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
意
見
を
書
い
て
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
で

応
募
く
だ
さ
い
。
点
字
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

重
点
整
備
地
区
（
案
）
か
ら
、

交
通
バ
リ
ア
を
探
し
、
策
定
協

議
会
に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
18
年
８
月
〜
19

年
３
月
（
３
回
程
度
開
催
予
定
）

　
　
　
　
　
　
40
人
程
度

　
　
　
　
　
　
20
才
以
上
で
町
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
身
体
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
は
介
助
の
必
要
の
有
無
、

応
募
の
動
機
（
２
０
０
字
以
内
）

を
書
い
て
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
等
で
応
募
く
だ
さ
い
。

点
字
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
期
限
は
７
月
14
日
ま
で
と
し

ま
す
が
、
応
募
状
況
に
よ
り
抽

選
も
し
く
は
締
切
り
後
の
応
募

も
可
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〒
２
５
９
―

０
１
９
６
（
個
別

郵
便
の
た
め
住
所
不
要
）

　
二
宮
町
役
場
都
市
整
備
課

　
　
73
―

０
１
３
４



　
こ
の
交
付
金
は
、
地
区
の
自
主

的
な
活
動
や
運
営
を
支
援
す
る
こ

と
で
地
域
の
自
治
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
き
な
が
ら
地
区
の
自
立
に

向
け
た
取
組
み
に
役
立
て
て
い
く

町
か
ら
の
交
付
金
で
す
。

　
町
で
は
、
各
地
区
の
地
区
長
を

通
し
て
、
毎
年
６
月
上
旬
に
交
付

金
を
地
区
会
計
等
の
通
帳
に
振
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
区
の
実
情
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
経
費
に
配
分
さ
れ
、
地
域

活
動
の
運
営
資
金
と
し
て
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

活
動
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
交

付
金
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

○
地
区
内
の
新
入
児
童
を
対
象
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布

○
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
伴
う

腕
章
や
帽
子
な
ど
の
購
入

○
地
域
防
犯
の
意
識
を
高
め
る
啓

発
用
チ
ラ
シ
の
作
成
や
配
布

○
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
や
配
布

○
防
災
資
器
材
の
購
入

○
自
主
防
災
訓
練
時
の
経
費
等

○
町
体
育
祭
や
町
内
継
走
大
会
等

で
の
経
費
の
一
部
負
担

○
町
内
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
の
地
区
清
掃
時
の
経
費
等

○
地
区
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

○
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

開
催

○
福
祉
講
座
や
各
種
教
室
の
開
催

○
広
報
紙
等
の
配
布

○
地
区
要
望
や
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
連
絡
調
整

○
地
区
独
自
の
地
域
情
報
や
地
区

だ
よ
り
の
作
成
経
費
　
な
ど

◇
　

　
　
◇
　

　
　
◇

　
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
区

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
区
役
員
の
方
々
を
中
心
に

地
域
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
一
人
の
地
域
住

民
と
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
地
域
推
進
課

　
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

＊交付額は　①地区奨励基礎額…250,000円　　②世帯割…世帯数×1,340円
　を合計して計算されています。（100円未満切り上げ）
＊世帯数は平成17年10月１日の国勢調査時の数値を基本に、その後の月ごと
　の増減により、平成18年４月１日現在の数値です。

18年度 地域活動支援交付金の地区別交付額

地区の状況

地区名 世帯数
交付額（円）

地区の状況

地区名 世帯数
交付額（円）

一　　色

緑 が 丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　　里

元 町 北

元 町 南

富士見が丘１

富士見が丘２

富士見が丘３

松　　根

上　　町

中　　町

下　　町

梅　　沢

越　　地

茶　　屋

釜　　野

川　　匂

計

323

708

544

592

678

1,123

816

642

474

489

278

146

570

169

1,028

691

339

617

606

244

11,077

682,900

1,198,800

979,000

1,043,300

1,158,600

1,754,900

1,343,500

1,110,300

885,200

905,300

622,600

445,700

1,013,800

476,500

1,627,600

1,176,000

704,300

1,076,800

1,062,100

577,000

19,844,200

地区の安全は地区の手で！　防犯パトロール
（広報モニター　杉山安雄さん撮影）

地区が、みんなが一丸となって！　町体育祭





　
育
児
・
介
護
休
業
制
度
と
は
、

急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、

総
合
的
な
次
世
代
育
成
支
援
対
策

を
推
進
す
る
た
め
に
、
働
き
な
が

ら
育
児
や
家
族
の
介
護
を
行
い
や

す
く
す
る
た
め
の
環
境
の
整
備
を

目
的
と
し
て
、
育
児
・
介
護
休
業

法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
休
業
制
度

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
育
児
休
業
制
度
は
、
１
歳
未
満

の
子
ど
も
を
も
つ
労
働
者
の
申
出

に
よ
り
、
養
育
の
た
め
、
一
定
期

間
休
業
す
る
事
が
で
き
る
制
度
の

こ
と
、
介
護
休
業
制
度
は
、
介
護

を
要
す
る
家
族
を
も
つ
労
働
者
の

申
出
に
よ
り
、
介
護
の
た
め
、
一

定
期
間
休
業
す
る
事
が
で
き
る
制

度
の
こ
と
で
す
。

　
両
制
度
と
も
、
男
女
を
問
わ
ず

取
得
で
き
、
ま
た
、
要
件
を
満
た

せ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
派
遣
労

働
者
で
も
取
得
す
る
事
が
で
き
ま

す
が
、
休
業
中
の
賃
金
に
つ
い
て

は
、
法
律
に
定
め
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
就
業
規
則
や
労
使
間
の
話

し
合
い
な
ど
で
決
め
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
法
改
正
で
は
、
育

児
休
業
及
び
介
護
休
業
の
対
象
者

の
拡
大
、
育
児
休
業
期
間
の
延
長
、

介
護
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩

和
、
子
の
看
護
休
暇
の
創
設
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
が
共
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、仕
事
と
家

庭
の
両
立
を
、男
女
両
方
の
問
題
と

し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
育
児
・
介
護
休

業
制
度
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
自
分
の
職
場
や

家
庭
の
中
で
、
日
常
の
ひ
と
コ
マ

を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
神
奈
川
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
女
性
労
働
に
関
す
る

お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
下
さ
い
。
町

の
男
女
共
同
参
画
の
リ
ン
ク
集
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。※『地域および事業所等における男女共同参画に関するアンケート調査』

　（Ｈ17実施）結果によると、町内の従業員数20名以上の事業所のうち、
　70％以上の事業所で内部規則が設置してあります。

町内事業所における

休暇・育児休業・介護休業に関する内部規則の有無

0 20 40 60 80 100％

79％ 17％
4％

有 無 未定



第10回

ごみ積替施設の
　　　Q＆A（続編）

　
　
ご
み
の
処
理
は
本
来
発
生
し

た
場
所
で
責
任
を
持
っ
て
処
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
焼
却
を
停

止
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
ご
み
を
町

外
に
搬
出
し
焼
却
し
て
い
た
だ
く

訳
で
す
が
、
ご
み
の
焼
却
処
理
を

委
託
す
る
他
市
町
村
に
で
き
る
だ

け
迷
惑
を
掛
け
な
い
配
慮
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
積
替

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

委
託
先
へ
の
搬
出
車
両
数
を
少
な

く
し
、
①
搬
出
先
で
の
車
両
通
行

に
よ
る
環
境
影
響
を
で
き
る
だ
け

軽
減
す
る
（
排
ガ
ス
、
交
通
渋
滞

緩
和
、
交
通
事
故
の
危
険
性
軽
減

等
）
②
搬
出
先
で
の
住
民
感
情
に

配
慮
し
、
該
当
自
治
体
と
交
渉
し

て
い
く
こ
と
が
、
搬
出
す
る
側
の

責
任
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
搬
出
先
に
よ
っ
て
は
運

搬
に
か
か
る
費
用
を
よ
り
軽
減
で

き
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、町
で
は
焼
却

停
止
に
伴
う
外
部
搬
出
の
た
め
の

措
置
と
し
て
、
積
替
施
設
設
置
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
今
回
の
積
替
施
設
は
町
が
単

独
で
作
る
も
の
で
す
。
平
塚
市
・

大
磯
町
と
の
１
市
２
町
の
広
域
化

施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
18

〜
19
年
度
で
実
施
計
画
の
策
定
を

す
る
な
か
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
は
湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
秦

野
市
・
伊
勢
原
市
・
平
塚
市
・
大
磯

町
・
二
宮
町
）
で
行
っ
た
ご
み
処

理
広
域
化
の
実
現
可
能
性
に
つ
い

て
、
調
査
報
告
が
出
た
状
況
で
す
。

　
　
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
は

今
ま
で
桜
美
園
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
焼
却
施
設
停
止
に
伴
う
代
わ

り
の
施
設
で
あ
る
こ
と
や
平
成
19

年
９
月
末
ま
で
に
焼
却
を
停
止
す

る
た
め
に
も
っ
と
も
確
実
に
建
設

で
き
る
場
所
は
桜
美
園
内
と
判
断

し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
状
施
設
の

一
部
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
、
一
般
廃
棄
物
処
理
関
連
施

設
の
土
地
利
用
が
で
き
る
の
は
桜

美
園
だ
け
で
す
。
焼
却
停
止
に
よ

り
環
境
負
荷
は
大
幅
に
低
下
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
今
回
定
め
た
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
の
平
成
22
年
度
で
の
目

標
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
家
庭
ご
み
の
一
人
一
日
あ
た
り

排
出
量
に
つ
い
て
、
46
グ
ラ
ム
の

減
量
②
事
業
系
ご
み
の
年
間
排
出

量
は
24
ト
ン
の
減
量
③
資
源
化
率

に
つ
い
て
は
１
・
５
％
（
約
１
６

０
ト
ン
）
を
上
乗
せ
し
、
36
％
と

す
る
。

　
な
お
、
策
定
に
至
る
ま
で
の
経

過
は
、
本
年
１
月
に
計
画
の
骨
子

概
要
版
を
全
戸
配
布
し
、
２
月
15

日
ま
で
の
１
か
月
間
に
お
い
て
意

見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
計
画
の
具
体
的
な
詳
細
内
容

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
ほ
か
、
役
場
環
境
課
、

役
場
町
政
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ザ
及
び
図
書

館
に
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
は
、
二
宮
町
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
廃
棄
物
の
指
標
と
な
り
、
今
後
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

具
体
的
な
事
業
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
美
園
内
に
あ
る
既
存
の
汚
水
処
理
施

設
を
有
効
活
用

現
在
の
計
量
機
も
そ
の
ま
ま
利
用
し
ま
す



こんなハガキ　あなたの手元に届いていませんか？

もしもハガキが届いたら…





介
護
予
防
で
元
気
な
８０
代
を
！！

　
身
体
が
動
き
に
く
か
っ
た
り
、

物
忘
れ
を
し
た
と
き
に
「
歳
を
と

っ
た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
そ

う
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
老
化
の
最
大
の
原
因
は
「
も
う

歳
だ
か
ら
」「
お
っ
く
う
だ
か
ら
」

と
身
の
回
り
の
こ
と
や
外
出
を
し

な
く
な
り
、
か
ら
だ
や
頭
を
使
わ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　
も
っ
と
も
多
い
の
は
脳
卒
中
な

ど
の
脳
血
管
疾
患
で
す
が
、
歳
を

重
ね
て
い
く
に
つ
れ
「
高
齢
に
よ

る
衰
弱
」
や
「
骨
や
関
節
系
の
病

気
」
な
ど
普
段
の
生
活
の
不
活
発

さ
が
原
因
（
生
活
不
活
発
病
）
に

な
る
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
（
図

１
・
国
民
生
活
基
礎
調
査
よ
り
抜

粋
）
　
生
活
不
活
発
病
は
、
「
不
活
発

な
生
活
か
ら
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の

機
能
が
低
下
す
る
」
↓
「
こ
こ
ろ

や
か
ら
だ
の
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
で
、
ま
す
ま
す
生
活
が
不
活
発

に
な
る
」
と
い
う
悪
循
環
か
ら
起

こ
り
ま
す
が
、
「
出
来
る
こ
と
は

自
分
で
行
な
う
」
と
い
う
生
活
に

変
え
る
だ
け
で
も
介
護
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。（
図
２
）

　
最
近
の
研
究
で
は
、
歳
を
重
ね

て
も
頭
や
身
体
は
使
い
続
け
れ
ば

向
上
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
逆
に
使
わ
な
け
れ
ば
ど
ん

ど
ん
衰
え
、
筋
力
や
意
欲
を
低
下

さ
せ
、
や
が
て
は
介
護
が
必
要
な

状
態
を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
心
身
の
老
化
を
防
ぎ
、

自
分
で
出
来
る
こ
と
の
範
囲
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

れ
が
介
護
予
防
で
す
。

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
た
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
悪
化
し
な
い
よ

う
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
り
、
元

気
な
生
活
を
送
る
た
め
に
支
援
し

ま
す
。
介
護
予
防
で
元
気
な
80
代

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

″つ
ば
き″

　
　
71
―

７
０
８
５

〈図１〉高齢者の要介護状態の原因

〈図２〉

0 20 40 60 80 100

後期高齢者

（75歳以上）

前期高齢者

（65歳～74歳以上）

（％）

20.4 20.4 12.5 9.9 12.3 24.5

39.2 3312.9

3.23.2 5.45.4 6.36.33.2 5.4 6.3

脳血管疾患　　　　　高齢による衰弱　　　　　転倒・骨折

関節疾患　　　　　　認知症　　　　　　　　　その他



こんにちは 健康課です　第47回

口の中からはじめよ口の中からはじめよう 健康づくり健康づくり口の中からはじめよう 健康づくり



さらなる平和を「創造」する　さらなる平和を「創造」する　自衛官募集！自衛官募集！さらなる平和を「創造」する　さらなる平和を「創造」する　自衛官募集！自衛官募集！さらなる平和を「創造」する　自衛官募集！
募 集 種 目

航空学生

一般曹候補学生

曹候補士

２等陸海空士

受 付 期 間

８月１日～９月８日

８月１日～９月８日

８月１日～９月８日

試 験 日

９月２３日

９月１６日

９月１６日

年間を通し随時受付中

～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

205,070㎏

４月分 前月比

12,850㎏

22,593㎏

9,595㎏

1,156,083円

7,310円

186,420円

4,307円

26,210㎏

2,190㎏

20,694㎏

1,700㎏

138,111円

1,354,120円 231,406円

1,070円

91,470円

755円

金額総計（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（5月1日現在）

総　数

男

女

世帯数

30,070人

14,586人

15,484人

11,032世帯

（－ 8）

（－ 2）

（－ 6）

（＋ 4）

（　）内は前月比。人口統計より

種　　　別

運転資金

設備資金

運転設備併用資金

限度額 期　間

84か月以内

500万円

1,000万円

1,000万円

貸付限度額と期間

※アルミ以外の金属についても売却できるようになりました。



　
４
月
16
日
に
厚
木
東
高
校
で
行
わ
れ
た
平
成
18
年
度
神

奈
川
県
民
体
育
大
会
（
神
奈
川
県
弓
道
連
盟
主
催
）
に
お

い
て
、
二
宮
高
等
学
校
弓
道
部
の
岩
田
未
帆
さ
ん
（
中
井

町
）
が
高
校
女
子
の
部
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
　

た
　
　

み
　
　

ほ

むら　き　りゅうじ

　
川
勾
神
社
に
は
大
正
時
代
の
キ

ハ
ダ
マ
グ
ロ
漁
の
様
子
を
描
い
た
、

見
事
な
絵
馬
が
あ
り
ま
す
。
絵
馬

は
梅
沢
の
漁
師
が
大
漁
の
御
礼
に

奉
納
し
た
も
の
で
す
。
舟
４
艘
と

網
に
か
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
魚
、

右
上
に
は
伊
豆
大
島
も
描
か
れ
て

い
ま
す
。
当
時
、
伊
豆
大
島
は
火

山
が
活
発
だ
っ
た
の
で
、
日
に
よ

っ
て
は
赤
い
炎
や
噴
煙
が
見
え
ま

し
た
。
フ
ン
ド
シ
を
し
め
た
若
者

た
ち
の
様
子
か
ら
は
、
夏
場
の
漁

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
よ
く
見
る
と
前
列
２
艘
の
舟
上

に
は
足
場
が
組
ま
れ
、
そ
の
上
に

着
物
姿
の
人
た
ち
（
船
頭
）
が
乗

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
ナ

ブ
ラ
（
魚
群
）
を
見
つ
け
、
合
図

す
る
係
で
す
。
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
は

群
れ
で
移
動
す
る
た
め
、
漁
で
は

ナ
ブ
ラ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要

で
し
た
。
ナ
ブ
ラ
が
あ
る
海
の
上

空
に
は
必
ず
カ
モ
メ
が
い
る
の
で
、

よ
い
目
印
に
な
り
ま
し
た
。
続
い

て
ナ
ブ
ラ
を
囲
む
よ
う
に
網
（
ア

グ
リ
網
）
を
か
け
、
徐
々
に
網
の

範
囲
を
狭
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
あ
ら
か
じ
め
舟
に
積
ん
で
お
い

た
石
を
網
へ
向
か
っ
て
投
げ
、
魚

を
驚
か
せ
て
追
い
込
み
ま
す
。

　
漁
は
昭
和
30
年
代
頃
ま
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
二
宮
で

は
漁
師
の
数
が
減
っ
て
し
ま
い
、

在
り
し
日
の
マ
グ
ロ
漁
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
絵

馬
は
漁
で
賑
わ
っ
て
い
た
頃
の
二

宮
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
川
勾
神
社
（
二
見
博
司
家
）
に

は
戦
国
〜
江
戸
時
代
に
か
け
て
の

古
文
書
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
内
で
は
最
も
資
料
数
が

多
く
貴
重
で
あ
る
た
め
、
町
の
重

要
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
写
真
は
小
田
原
北
条
氏
か
ら
賜

っ
た
虎
朱
印
判
状
で
す
。

　
川
勾
神
社
は
小
田
原
城
の
鬼
門

（
丑
寅
の
方
角
）
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
当
時
は
北
条
氏
の
守
護
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

印
判
状
は
元
亀
３
（
１
５
７
２
）

年
、
約
４
０
０
年
前
に
差
し
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。
現
在
で
も
朱
の

印
が
色
鮮
や
か
な
ま
ま
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
山
西
２
１
２
２

　
　
　
　
　
押
切
坂
上
バ
ス
停
よ

り
徒
歩
約
15
分
。
二
宮
西
中
学
校

そ
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ん
　

え
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　

ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
　
し
ゅ
　

い
ん
ば
ん
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

う
し
　

と
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ん
　

き



ますます好評！小松原庸子先生の

　　　　ラディアンにおける直接指導！

①は８月８日（火）～18日（金）の10日間コース、②は８月８日（火）～13日（日）の６日間コース。
服装はTシャツあるいはレオタード、手持ちのロング・フレアスカート。
靴は入門・初級クラスではかかとのあるもの（スニーカー等不可）。中級クラスではフラメンコ用靴。

対　　象

時　　間

定　　員

参 加 費

入門クラス 初級クラス 中級クラス

5才以上

17時30分～18時20分 18時30分～19時30分 19時30分～20時45分

25名 25名 25名

フラメンコ経験者 フラメンコ経験者

1－①

15,000円 9,000円 20,000円 12,000円 30,000円 18,000円

1－② 2－① 2－② 3－① 3－②

県知県知事 駅前周駅前周辺を訪問訪問県知県知事 駅前周駅前周辺を訪問訪問県知事 駅前周辺を訪問
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